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[背景] 

リチウム元素はガラスや電池材料に用いられる重要な元素の一つである。特に、リチウムイオ

ン電池においては、電荷担体として用いられ、その化学状態や分布を精度良く調べることができ

れば、電池開発においても有用である。これまで、後方散乱電子を用いた電子エネルギー損失分

光(REELS)測定によるSEMベースでのLi分析について報告してきた [1, 2]。より精度の高い化学状

態分析を実現する観点から、エネルギー分解能により優れる静電半球型アナライザ（HSA）を用い

たREELSスペクトル取得を検討し、Li化合物中におけるLiスペクトル評価への有効性を検討した。 

 

[実験]  

各種の Li化合物 (LiF, Li2MnO3, Li2TiO3)の Li K吸収端エネルギー領域について REELSスペク

トルを取得した。FE電子銃および HSAを搭載した走査型オージェ分光装置(JAMP-9510F:加速電圧

2 kVにて測定)を用いた。円筒鏡型分光器(CMA)による REELS測定 (加速電圧 500 V)についても参

照スペクトルを取得した。 

 

[結果] 

これまでの汎用のCMAによるREELS結果では、電子線の弾性散乱 

ピークが2.5 eV程度であった。一方、FE電子銃とHASの組み合わせ 

では、電子線の弾性散乱ピークの半値幅は 0.9 eV程度であった。 

Li K吸収端エネルギー付近の REELSスペクトルを取得し、 

HAS検出器において、各種の Li化合物において、Li K端の 

シグナルが検出可能であることを確認した。(右図:LiFの例)  

エネルギー分解能が高く、明瞭な Li K端スペクトル形状を 

得られることから、化学状態分析にも有効であると考えられる。 
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図 : REELS 測定により得
られた LiF の Li K 端スペ
クトル 
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